
「鳥の目になって、飯綱町全体を空から眺めてみたい」と思いませんか？もうすぐ、それが出
来るようになります。いいづな歴史ふれあい館の 3 階には、26 年前の開館当初から旧牟礼村周
辺域を対象にした地形模型がありました。しかし、飯綱町の誕生前に作製されたものなので、現
在の町域の東の一部が模型の範囲に入っておらず、大変申し訳ない状況が続いていました。そこ
で、いよいよ町全域をカバーする地形模型を新しく作り直そうということになりました。新しい
模型では、対象範囲を大きく広げ、川や用水も表現します。また地表の形だけではなく、地下の
様子まで見えるようになっています。3 階からの眺望とあわせて、飯綱町の姿を是非お確かめく
ださい。きっと驚きの発見があると思います。

◆飯綱町全域の地形模型◆
もうじき完成します ! !

黒姫山も野尻湖も入る飯綱町の新しい地形模型（製作途中の様子）
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特
別
展
「
飯
綱
町
の
た
べ
ご
と
文
化
」

記
念
講
演
会

　
『
食
べ
ご
と
か
ら
考
え
る

日
本
の
未
来
』

講
師
：
中
澤
弥
子
氏（

長
野
県
立
大
学
教
授
）

・
９
月
24
日
（
日
）

・
飯
綱
町
民
会
館
　
ホ
ー
ル

・
参
加
者
55
人

講
師
は
食
文
化
研
究
が
ご
専
門
で
、「
た

べ
ご
と
文
化
」
に
つ
い
て
、飯
綱
町
か
ら
、

日
本
全
国
、
そ
し
て
海
外
の
事
例
と
の
比

較
ま
で
広
く
紹
介
さ
れ
た
。
そ
し
て
日
本

の
伝
統
的
な
食
文
化
は
健
康
寿
命
に
寄
与

し
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
さ

ら
に
飯
綱
町
の
文
化
継
承
の
取
り
組
み
が

優
れ
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
世
界
の
取
組
み
を
見

て
き
た
先
生
が
飯
綱
町
の
文
化
を
素
晴
ら

し
い
と
言
っ
て
く
れ
て
誇
ら
し
か
っ
た
」

「
親
し
ん
で
き
た
食
文
化
が
宝
物
で
あ
る

こ
と
が
再
確
認
で
き
た
」
と
い
う
声
が
寄

せ
ら
れ
た
。

い
い
づ
な
歴
史
講
座

第
１
回
「
江
戸
時
代
の
飯
綱
町
の

寺
子
屋
に
つ
い
て
」

講
師
：
小
山
丈
夫

（
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館 

学
芸
員
）

・
２
月
25
日
（
日
）

・
飯
綱
町
民
会
館
　
元
気
の
館

・
参
加
者
42
人

江
戸
時
代
の
庶
民
の
初
等
教
育
の
場

「
寺
子
屋
」
の
学
び
に
つ
い
て
、
町
内
で

見
つ
か
っ
た
当
時
の
「
お
手
本
」
を
町
公

民
館
古
文
書
教
室
で
解
読
し
て
わ
か
っ
た

こ
と
な
ど
を
話
題
に
し
た
。

く
ず
し
字
で
書
か
れ
た
「
お
手
本
」
の

筆
跡
を
見
な
が
ら
、
地
域
の
地
名
や
お
祭

り
な
ど
ロ
ー
カ
ル
で
親
し
み
深
い
記
載
が

多
い
こ
と
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら

は
「
昔
の
人
の
勉
学
す
る
意
志
に
感
心

し
た
」「
先
祖
が
何
を
考
え
て
い
た
か
を

知
る
た
め
に

古
文
書
を
読

め
る
ス
キ
ル

が
大
事
だ
と

思
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が

あ
っ
た
。

第
２
回
「
こ
の
町
の
魅
力
を

科
学
す
る
！
」

 

講
師
：
富
樫
　
均

（
い
い
づ
な
歴
史
ふ
れ
あ
い
館 

館
長
）

・ 

３
月
17
日
（
日
）

・
飯
綱
町
民
会
館
　
教
養
娯
楽
室

・
参
加
者
76
名

元
号
が
令
和
に
変
わ
っ
て
約
５
年
が
経

過
し
た
。
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
に
も
見
舞

わ
れ
た
が
、
博
物
館
の
将
来
に
向
け
た

様
々
な
取
り
組
み
を
行
う
こ
と
も
で
き

た
。
そ
の
中
で
の
講
師
の
気
づ
き
と
と
も

に
、「
食
べ
物
の
お
い
し
さ
」
は
ど
こ
か

ら
く
る
の
か
？
「
豊
か
な
自
然
」
の
豊
か

さ
と
は
一
体
何
な
の
か
？
と
い
う
問
い

に
、
科
学
的
に
答
え
た
話
題
で
あ
っ
た
。

講
演
を
聞
い
て
町
の
魅
力
を
再
認
識
で

き
た
と

い
う
感

想
が
い

く
つ
も

寄
せ
ら

れ
た
。

ご
あ
い
さ
つ館

長
　
富
樫
　
　
均
　

令
和
５
年
秋
の
「
飯
綱
町
と
食
べ
ご

と
文
化
」
展
に
は
、
関
連
行
事
を
含
め

て
、１
０
０
０
名
を
超
え
る
多
く
の
方
々

に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。「
食

べ
る
こ
と
は
生
き
る
こ
と
」
と
も
言
わ

れ
ま
す
。「
食
べ
ご
と
文
化
」
は
、
お
金

を
払
え
ば
買
え
る
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
、
自
然
と
歴
史
を

土
台
に
し
て
、
技
と
志
を
も
つ
人
た
ち

に
よ
り
世
代
を
こ
え
て
伝
え
ら
れ
て
き

た
「
無
形
の
財
産
」
で
す
。
特
別
展
を

通
し
て
、
そ
の
宝
も
の
を
、
改
め
て
実

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
令
和
６
年
は
能
登
半
島
地
震

の
衝
撃
と
と
も
に
始
ま
り
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
、
震
災
、
戦
争
、
気
候
変
動
な
ど
、

世
界
に
は
不
安
や
危
機
が
渦
巻
い
て
い

ま
す
。
で
も
、
そ
う
い
う
時
代
で
あ
れ

ば
こ
そ
、
ふ
る
さ
と
の
自
然
と
歴
史
と

文
化
が
、
人
の
心
の
支
え
に
な
っ
て
く

れ
る
も
の
と
信
じ
ま
す
。
い
い
づ
な
歴

史
ふ
れ
あ
い
館
は
開
館
か
ら
四
半
世
紀

が
経
ち
ま
し
た
。
新
年
度
に
は
、
思
い

切
っ
た
展
示
改
修
が
予
定
さ
れ
、
歴
史

ふ
れ
あ
い
館
の
新
た
な
歩
み
が
始
ま
り

ま
す
。
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

講師の中澤弥子教授



文化財トピックス

飯綱町有形文化財「大方儀」が町に寄贈されました
令和 5 年 11 月、飯綱町指定有形文化財「大方儀（だいほうぎ）」が所有者の外山宏治氏から飯綱

町に寄贈され、歴史ふれあい館で保管されることになりました。「大方儀」は地形をはかる測量器で、
外山氏の先祖にあたる芋川の外山与五兵衛璠良（ばんりょう、1790 ？～ 1862 年）の遺品と伝えられ
ています。外山璠良は高度な和算（わさん、日本で独自に発展した数学）を会得した人物といわれ、
その人物の遺品である「大方儀」は、江戸時代の当地における和算と測量術の広がりを示す貴重な文
化財として評価されています。

今回の寄贈品には大方儀のほか、複数の和算の文書など
も含まれています。今後の調査研究が期待されますととも
に、貴重な文化財を町にご寄贈いただいた外山様にあらた
めて感謝申し上げます。

新刊紹介「いいづな歴史ふれあい館紀要第 11 号 飯綱町の自然・歴史・文化」
2024 年 3 月刊
一部　1000 円

＜目次＞
・小栁義男・・・・・・・「直江津線（信越線）敷設工事と飯綱町

―南一郎平（現業社）と請負業者らの記録―」　　　　
・黒栁博子・・・・・・・「地域に根差す食べごと文化―私の体験から―」
・富樫　均・小山丈夫・・「特別展「飯綱町と食べごと文化」―構想から展示まで―」
・明石陽平・竹下欣宏・・「飯綱町高坂に出現した大露頭の地質」
・富樫　均・飯綱町地形模型作成プロジェクトチーム・・「1 万分の１飯綱町地形模型」
◆ 　近代化に貢献した信越線敷設に関する新知見をはじめ、本年度特別展「飯綱町とたべごと文化」

関連の論考などを掲載。当館窓口で販売しています（バックナンバーあり）。公民館図書室・飯綱
中学校図書館での閲覧・貸出しもできます。ご利用ください。

寄贈された「大方儀」
（飯綱町指定有形文化財）

一緒に寄贈された古文書の一例
「大方儀」の使用法が描かれている



いいづな歴史ふれあい館
星空お出かけ情報

令和６年度天体観望会予定表
【季節の星空観望会】

毎月第２・第４土曜日（12 ～３月第２土曜日を除く）は天体観測室を公開しての星空観望会開催日です。

お気軽におでかけください。

　　４月13日（土）・27日（土）　　 ５月11日（土）・25日（土）

　　６月 ８日（土）・22日（土）　　 ７月13日（土）・27日（土）

　　８月10日（土）・24日（土）　　 ９月14日（土）・28日（土）

　  10月12日（土）・26日（土）　　11月 ９日（土）・23日（土）

　　３月22日（土）

★★

☆開催時間／19：30 ～ 21：00（５～７月）

　　　　　　19：00 ～ 20：30（上記以外の期間）

☆入場無料

☆35cm反射望遠鏡をはじめ10cm望遠鏡、双眼鏡などで季節の星空を楽しめます。

☆曇天・雨天の場合は中止します。

【特別観望会】

５月 ４日（土祝）・ ５日（日祝）

　　　　　　　　　 10：00 ～ 13：00　太陽を見よう（一般は入館料が必要、飯綱町民無料）　

星空観望会で撮影した月の表面

〒 389-1211　長野県上水内郡飯綱町牟礼 1188 －１　電話 026（253）6646　FAX 026（253）6649
HP アドレス：https://www.town.iizuna.nagano.jp（飯綱町ホームページ）

Eメール：rekifure@town.iizuna.nagano.jp


